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１ 病害虫名  オリーブがんしゅ病 

 病原細菌名 Pseudomonas savastanoi pv. savastanoi 

２ 発生作物  オリーブ 

３ 発生経過および状況 

（１）平成 26 年９月に、県内の民家の観賞用オリーブ成木で、小枝や主幹にこぶ症状が

発生し、静岡県病害虫防除所に診断依頼があった。こぶ症状からは細菌が分離され、

静岡大学に同定を依頼した結果、わが国では未確認のオリーブがんしゅ病であるこ

とが判明した。 

（２）名古屋植物防疫所と合同で、発生が確認された民家及びその周辺において調査を行

ったところ、当該民家に植栽されているオリーブ樹１本で当該菌を確認した。なお、

当該オリーブ樹に樹勢の低下等の経済的な被害は認められていない。 

（３）発生地は住宅地であり、周囲にオリーブ生産園もないことから、周囲への感染拡大

はしていないと考えられる。 

（４）本病は、ヨーロッパ、アフリカをはじめとする約 60カ国で発生している。 

４ 病 徴 

本病は、通常小枝や若い枝に 5～25mmのこぶを形成するが（図１）、葉や果実に発生す

る場合もある。各発病部に単独で発生するが、連続して発生する場合もある（図２）。小

枝などではこぶが茎を取り囲み、発病部から先が枯死することもある。 

なお、当該菌は、海外において防除方法が確立された一般的な病原菌として取り扱わ

れている。 

 

５ 宿主植物 

オリーブ、セイヨウキョウチクトウ、アイノコレンギョウ、トキワマンサク、ウスギ

モクセイ、ザクロなど 

 

６ 発生生態および伝搬方法 

本病原細菌は、葉痕や管理作業等によってできた傷口から感染し、感染後１週間～数ヶ

月後にこぶが形成される。本病原細菌は形成されたこぶ内で生存しており、雨天時などに

菌泥が噴出する。また、本病原細菌は宿主植物の表面でも生存可能である。これらの伝染

源から風雨、剪定作業により感染が拡大する。管理作業の傷口は少なくとも14日間、葉痕

は葉が離脱してから７日間は感染口となる。 

 

７ 防除対策 

（１）本病に対する登録農薬はないため、耕種的防除が基本となる。 

（２）発病株や発病部は除去し、土中深く埋める等して適切に処分する。 

（３）発病樹や感染が疑われる樹の管理作業後は、使用した器具を必ず消毒する。 

（４）雨の多い時期や雨天時の管理作業は、感染を助長するため避ける。 

 



８ その他 

不明な点は、病害虫防除所に相談する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先： 静岡県病害虫防除所   TEL. ０５３８－３６－１５４３ 

 

図１ 枝に発生したこぶ症状 図２ 連続で発生したこぶ症状 


